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semiconductors for wearable nower generator 

ウェアラブル熱電発電デ、パイスを実現するために， 高発電効率に寄与するフレキ

シブル熱電材料の開発が不可欠で、ある. 発電効率を向上する手段として， ナノ構造

などの低次元材料の導入が注目されている. 本論文は， 温度や湿度に対して安定で

あり， 皮膚にも悪影響の無い酸化物ナノ結品を用いたフレキシブル熱電材料の開発

を目指して， 熱水処理法により導電性布上にナノ結品を成長させ， 得られた試料の

結品学的特性および、熱電変換特性について調べた研究成果をまとめたものである.

第1章では， 序論として研究背景および熱電変換材料としての酸化亜鉛(ZnO)

および還元酸化グラフェン(rGO)の有用性を述べている. また本研究で使用する

導電性布について概説している.

第2章では， 溶液処理を用いた種々の結晶成長法について述べている. また， 試

料の評価方法について， その原理等を説明している. さらに， 試料の膜厚方向の熱

電特性を測定するために自作した装置の説明をしている.

第3章では， ニッケル・銅布(NCF)上に， ZnOおよびrGOナノ結晶を形成す

る方法について述べ， 得られた試料の結晶学的特性とゼーベック係数および電気伝

導率測定の結果を記している. ゼーベック係数の極性から， ZnO/NCF， rGO/NCF 

試料ともにn型半導体の特性を持つことを明らかにした.

第4章では， 熱水処理法により， 炭素布(CAF)上に形成したZnOおよびrGO

ナノ結晶試料について， 結晶学的特性とゼーベック係数および電気伝導率測定の結

果を記している. ZnO/CAF試料ではp型半導体の特性が得られており， 布自体の特

性が支配的であると結論している.

第5章では， 50%銀布(AGF)上にZnOおよびrGOナノ結晶を成長するプロセ

スについて述べ， 得られた試料について結晶学的特性とゼーベック係数および電気

伝導率測定の結果を記している.

第6章では， 上記2種類の酸化物材料と3種類の導電性布の組み合わせについて

総合的な比較を行っており，n型材料としてはZnOINCFが有用で、あると結論してい

る. rGO試料の結果については統一的な解釈が不十分で、あり， 再現性を含めた追実

験の必要性を指摘している.

第7章では， 本研究全体を総括し， 最後に今後の展望について述べている.

以上の成果は， ナノ材料工学およびナノデバイス分野への貢献が大きく， 本論文

は博士( 工学 )の学位を授与するに値するものと認められる.
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